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(百万円未満切捨て)

１．平成26年12月期第２四半期の連結業績（平成26年１月１日～平成26年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) （%表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年12月期第２四半期 39,311 2.3 2,120 6.6 2,234 9.6 2,397 86.9

25年12月期第２四半期 38,445 △1.4 1,988 4.4 2,039 1.0 1,282 14.0

(注) 包括利益 26年12月期第２四半期 2,365百万円 (42.3％) 25年12月期第２四半期 1,662百万円 (27.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年12月期第２四半期 120 50 ―

25年12月期第２四半期 64 46 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年12月期第２四半期 64,386 41,375 64.2

25年12月期 65,091 39,507 60.7

(参考) 自己資本 26年12月期第２四半期 41,353 百万円 25年12月期 39,483 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年12月期 ― 25 00 ― 25 00 50 00

26年12月期 ― 25 00

26年12月期(予想) ― 25 00 50 00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成26年12月期の連結業績予想（平成26年１月１日～平成26年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 86,000 2.0 5,700 8.5 5,800 7.6 4,300 30.2 216 15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年12月期２Ｑ 19,900,000株 25年12月期 19,900,000株

② 期末自己株式数 26年12月期２Ｑ 6,602株 25年12月期 6,602株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年12月期２Ｑ 19,892,598株 25年12月期２Ｑ 19,893,438株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想等の将来に関する記述は、業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定及び本日現在における入手可能な

情報を前提としており、実際の業績等は様々な要因で大きく異なる結果となる可能性があります。

　なお、業績予想に関しましては、【添付資料】P.３「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さ

い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安効果による輸出環境の改善や経済政策の効果などによる企

業収益の改善が設備投資の拡大および雇用状況の着実な改善に繋がりつつあり、全体の景気は緩やかな回復基調で推

移しました。しかし、一方では、４月に行われた消費税率引き上げや円安による輸入価格の上昇が個人消費の回復に

影響を及ぼす懸念が残るなど、本格的な景気回復の見通しは、依然として不透明な状況であります。

当社の属する業界では、輸入製品や原材料の価格上昇、電気料金値上げ等により増加したコストを完全に製品価格

転嫁できるまでにはなお時間を要しますが、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動は想定された範囲に止まり、

生産・販売は概ね堅調に推移しました。

　このような状況の中、当社は、平成26年４月に西日本印刷工業株式会社を子会社化し、製造・販売拠点の拡大と技

術力の拡充を図るとともに、「積極果敢 明るく、強く、逞しく」をスローガンに同社を含むグループ全社の結束を一

層強化し、新たな市場開拓と適正価格での販売に注力する一方、不採算事業の見直し・改善を図るなど、業績の向上

に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は393億11百万円（前年同四半期比2.3％増加）、営業利益は

21億20百万円（前年同四半期比6.6％増加）、経常利益は22億34百万円（前年同四半期比9.6％増加）となり、四半期純

利益は当第２四半期に西日本印刷工業株式会社の株式100％取得を完了し完全子会社化したことに伴い、特別利益（負

ののれん発生益）を10億64百万円計上したことにより23億97百万円（前年同四半期比86.9％増加）となりました。

セグメントの業績は次の通りであります。

（紙加工品事業）

当第２四半期連結売上高の59.2％を占めるこの部門では、紙袋（対連結売上高構成比31.1％）は、高級袋が大きく

伸長したほか、４月に子会社化した西日本印刷工業株式会社の売上も貢献し、紙袋の同上売上高は122億37百万円（前

年同四半期比4.4％増加）となりました。

　紙器（同上構成比14.5％）は、食品用パッケージが順調に伸長し、同上売上高は57億２百万円（前年同四半期比5.0

％増加）となりました。

　段ボール（同上構成比11.0％）は、主要顧客である家電業界の回復及び新規市場、得意先の開拓、消費税率引き上

げ前の駆け込み需要もあり、同上売上高は43億14百万円（前年同四半期比4.0％増加）となりました。

　印刷（同上構成比2.6％）は、新規受注や深耕により、同上売上高は10億34百万円（前年同四半期比10.5％増加）と

なりました。

　以上により、この部門の同上売上高は232億89百万円（前年同四半期比4.7％増加）となり、営業利益は東京工場の

減価償却費の逓減等によって16億11百万円（前年同四半期比18.0％増加）となりました。

（化成品事業）

当第２四半期連結売上高の21.3％を占めるこの部門では、生産市場の需要が回復したほか、流通市場向け製品も概

ね順調に推移し、同上売上高は83億88百万円（前年同四半期比5.6％増加）となりましたが、原材料価格上昇によるコ

ストアップにより営業利益は３億17百万円（前年同四半期比20.5％減少）となりました。

（その他）

当第２四半期連結売上高の19.5％を占めるこの部門では、流通市場向けギフト品は順調に推移しましたが、繊維品

に関する不採算事業を終了したほか、ＰＡＳシステム（包装資材その他の製造・調達から在庫管理、納品まで一括で

請け負うアウトソーシングシステム）に係る用度品等の売上が伸びず、同上売上高は76億33百万円（前年同四半期比

7.6％減少）、営業利益は５億79百万円（前年同四半期比13.6％減少）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ７億５百万円減少し、643億86百万円となりまし

た。これは主に「現金及び預金」28億34百万円・「土地」10億80百万円の増加、「受取手形及び売掛金」51億34百万

円・「有価証券」３億99百万円の減少によるものです。

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ25億73百万円減少し、230億10百万円となりまし

た。これは主に「支払手形及び買掛金」33億45百万円・「短期借入金」４億75百万円の減少によるものです。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ18億68百万円増加し、413億75百万円となりまし

た。これは主に「利益剰余金」18億97百万円・「その他有価証券評価差額金」27百万円の増加によるものです。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて25億56百万円（24.2

％）増加し、131億37百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少54億68百万円があった

一方、棚卸資産の増加５億50百万円、仕入債務の減少35億61百万円等により43億43百万円の収入（前第２四半期連結

累計期間は27億15百万円の収入、前第２四半期連結累計期間比60.0％増加）となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出６億98

百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出２億38百万円及び有価証券の取得による支出12億円等

があった一方、有価証券の売却による収入14億円等により８億24百万円の支出（前第２四半期連結累計期間は13億97

百万円の収入）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出３億75百

万円、配当金の支払額４億84百万円等により９億48百万円の支出（前第２四半期連結累計期間は13億70百万円の支出）

となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、消費税率引き上げや物価上昇傾向が市場全体の景況感や個人消費の動向に及ぼす影

響は未だ不透明であり、当社の属する業界におきましても、当面は原材料および輸入品価格の高止まりや製品の低価

格競争の継続が予想されるなど、本格的な経営環境の改善には時間を要するものと思われます。

当社は、このような状況の中、必要となる設備には積極的に投資して国内外の市場開拓、事業の拡大を行うととも

に、事業内容の見直しや業務改革による合理化を推進して利益体質強化を図り、製品・サービスの開発と品質向上に

一層注力して適正価格による販売に努め、さらなる業績の向上に努める所存でございます。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,191 11,025

受取手形及び売掛金 21,452 16,317

有価証券 3,699 3,299

商品及び製品 4,761 5,285

仕掛品 605 739

原材料及び貯蔵品 606 648

繰延税金資産 167 171

その他 592 544

貸倒引当金 △16 △14

流動資産合計 40,059 38,018

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,704 7,612

機械装置及び運搬具（純額） 5,281 5,168

工具、器具及び備品（純額） 253 245

土地 7,146 8,227

建設仮勘定 59 227

リース資産 - 130

有形固定資産合計 20,445 21,610

無形固定資産 187 190

投資その他の資産

投資有価証券 3,365 3,433

繰延税金資産 456 450

その他 638 746

貸倒引当金 △62 △63

投資その他の資産合計 4,398 4,566

固定資産合計 25,031 26,368

資産合計 65,091 64,386
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,161 15,816

短期借入金 792 317

未払法人税等 703 914

賞与引当金 166 181

役員賞与引当金 30 15

その他 2,069 2,505

流動負債合計 22,923 19,750

固定負債

退職給付引当金 2,576 2,703

その他 84 556

固定負債合計 2,661 3,260

負債合計 25,584 23,010

純資産の部

株主資本

資本金 2,553 2,553

資本剰余金 3,165 3,167

利益剰余金 33,003 34,901

自己株式 △6 △6

株主資本合計 38,716 40,616

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 967 994

繰延ヘッジ損益 7 0

為替換算調整勘定 △207 △258

その他の包括利益累計額合計 766 736

少数株主持分 23 22

純資産合計 39,507 41,375

負債純資産合計 65,091 64,386
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 38,445 39,311

売上原価 29,814 30,467

売上総利益 8,630 8,844

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 1,752 1,813

給料及び手当 1,816 1,853

役員報酬 194 191

貸倒引当金繰入額 △7 △2

賞与引当金繰入額 89 90

役員賞与引当金繰入額 13 14

退職給付費用 199 205

減価償却費 347 323

賃借料 1,043 1,082

その他 1,192 1,152

販売費及び一般管理費合計 6,642 6,724

営業利益 1,988 2,120

営業外収益

受取利息 39 41

受取配当金 34 37

その他 27 47

営業外収益合計 101 126

営業外費用

支払利息 7 4

売上債権売却損 2 1

為替差損 33 -

その他 7 5

営業外費用合計 50 11

経常利益 2,039 2,234

特別利益

投資有価証券売却益 97 -

固定資産売却益 - 0

負ののれん発生益 - 1,064

特別利益合計 97 1,065

特別損失

固定資産除却損 - 12

投資有価証券評価損 - 0

特別損失合計 - 13

税金等調整前四半期純利益 2,136 3,286

法人税、住民税及び事業税 560 897

法人税等調整額 294 △8

法人税等合計 854 888

少数株主損益調整前四半期純利益 1,282 2,397

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 0

四半期純利益 1,282 2,397
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,282 2,397

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 258 27

繰延ヘッジ損益 1 △7

為替換算調整勘定 119 △51

その他の包括利益合計 379 △31

四半期包括利益 1,662 2,365

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,662 2,366

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △1
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,136 3,286

減価償却費 972 901

負ののれん発生益 - △1,064

のれん償却額 4 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 △3

賞与引当金の増減額（△は減少） △5 3

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13 △15

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20 50

受取利息及び受取配当金 △74 △78

支払利息 7 4

固定資産売却損益（△は益） - △0

固定資産除却損 - 12

投資有価証券売却損益（△は益） △97 -

投資有価証券評価損益（△は益） - 0

売上債権の増減額（△は増加） 5,317 5,468

たな卸資産の増減額（△は増加） △311 △550

仕入債務の増減額（△は減少） △4,483 △3,561

その他 578 512

小計 4,043 4,967

利息及び配当金の受取額 68 72

利息の支払額 △7 △4

法人税等の支払額 △1,389 △691

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,715 4,343

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1 △1,200

有価証券の売却による収入 1,700 1,400

貸付けによる支出 △10 △37

貸付金の回収による収入 19 14

有形固定資産の取得による支出 △610 △698

有形固定資産の売却による収入 138 0

無形固定資産の取得による支出 △10 △16

投資有価証券の取得による支出 △29 △26

投資有価証券の売却による収入 169 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

- △238

その他 32 △20

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,397 △824

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） - △100

長期借入金の返済による支出 △870 △375

配当金の支払額 △500 △484

自己株式の売却による収入 - 11

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,370 △948

現金及び現金同等物に係る換算差額 43 △14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,786 2,556

現金及び現金同等物の期首残高 9,051 10,581

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,837 13,137
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

(1) 企業結合の概要

① 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称 西日本印刷工業株式会社

事業の内容 印刷業、紙加工品の製造並びに販売業

② 企業結合を行った主な理由

当社グループは、総合パッケージメーカーとして包装関連製品の生産・販売等を展開しており、国内におきま

しては、茨城・埼玉・神奈川・愛知・大阪・奈良に工場を保有しております。

この度、九州地区における生産拠点を確立し、西日本印刷工業株式会社の高い技術力やノウハウを取得するこ

とが、当社グループ事業の拡大・強化を図るために必要であるものと判断し、西日本印刷工業株式会社を子会社

化することといたしました。

③ 企業結合日

平成26年５月７日（みなし企業結合日 平成26年４月１日）

④ 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤ 結合後企業の名称

変更はありません。

⑥ 取得した議決権比率

100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

現金を対価とする株式取得により、当社が同社の議決権の100%を取得したためであります。

　

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成26年４月１日から平成26年６月30日まで

　

(3) 被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金及び預金 554百万円

取得原価 554百万円

　

(4) 発生した負ののれんの金額及び発生原因

① 発生した負ののれんの金額

1,064百万円

② 発生原因

企業結合時の時価純資産の持分が取得原価を上回ったため、その差額を負ののれんとして認識しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2014年08月06日 08時55分 13ページ （Tess 1.40 20131220_01）


